
1

事務局説明内容

和光市総合振興計画審議会第５回会議につきましては、新型コロナウィルスの感染

防止の観点から書面開催とするため、当日事務局から説明する予定であった内容を文

書にとりまとめ、お示しさせていただきます。

意見書の作成にあたり、参考にしていただけましたらと思います。

１ 開会

２ 議事

⑴ 第五次和光市総合振興計画基本構想（素案）について

第五次和光市総合振興計画基本構想（素案）について、ご説明いたします。資

料１をご覧ください。

まず、１枚めくっていただき、目次をご覧ください。

前回の審議会からの主な変更点ですが、第 1章に「ＳＤＧｓへの取組」を加え

たこと、第 4章の「どのような背景があるのか」の掲載を加えたこととなります。

第 4章の「どのような背景があるのか」については、すでにご報告済みの基礎調査

結果などを、素案に掲載する形式で整理しなおしたものとなっています。

そのほか、全体的に、前回の書面で開催した審議会においていただいた意見を

受けて、修正を加えております。

２ページをご覧ください。将来都市像については、特段大きな変更点はござい

ません。

４ページをご覧ください。市民生活の目標像については、目標像そのものの見

直しはございませんが、それをまとめる括り方の見直しを行っています。前回の審

議会で提出させていただいた素案では、４つの括りとしており、目標像８、目標像

９を「健康で働き続けることができる」という括りで括っておりましたが、これを

「心豊かに、満足度の高い生活が送れる」の括りと併せることで３つの括りに見直

しております。また、その３つの括りについて、名称が存在しなかったため位置づ

けが分かりづらいといった意見を踏まえ、「視点」という括りの名称をつけました。

また、目標像４から目標像７について、ＳＤＧｓの考え方を示していたのです

が、ＳＤＧｓについては、全ての目標像に掛るものであることから、目標像４から

目標像７の「それぞれのライフステージを充実させる」からＳＤＧｓの記述を削除

しました。

６ページをご覧ください。この６ページと７ページの見開きページは、今回新

たに新設したページとなります。前回の審議会で提出した素案が、市民の身近な生
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活に寄り添ったものであることは評価できるものの、身近な市民生活を超えた、気

候変動への対応など、地方公共団体としての社会的使命への対応の視点が欠けてい

るという指摘があったことを受けて、加えております。

和光 100 年まちづくり会議をはじめとする市民と作り上げた１２の目標像とＳ

ＤＧｓの関係性を示すとともに、１２の目標像を達成していくことがＳＤＧｓの達

成にも寄与することを明らかにすることで、和光市としてＳＤＧｓを推進していく

意思を表明したものとなります。

８ページ目をご覧ください。こちらについては、「総合振興計画の実現に向け

た基本戦略」としていたところを「描く未来の実現に向けた基本戦略」とタイトル

を改めています。その趣旨は、総合振興計画の実現という場合、計画の全体を指す

ことになり論理的に矛盾するため、ここまでで示してきた基本構想や目標像を達成

するための戦略であることを明示するためのタイトルの変更となります。

また、地図について、前回提出した素案では、地図に落とせるものだけを地図

に表現していたのですが、このマップだけでも、８つの戦略の内容が読み取れるよ

うにするべきという指摘を受け、市全域にかかる戦略についても地図の余白に明示

することといたしました。

そのほか、戦略の記載順序を目標像の順序と整合させることや、各目標像の記

述の充実を図るなどの見直しを行っています。

以上が第 1章についての説明となります。

１３ページをご覧ください。施策の一覧表につきまして、第 1章の目標像のと

ころで明示することとした３つの視点や将来都市像を記載することで、ビジュアル

的な見直しを行っています。

１４ページをご覧ください。目標像のページや個別施策のページの読み方の解

説が必要ではないか、という意見を受け、１４ページから１５ページにかけて解説

ページを設けております。

その後、１０５ページまでにかけての第２章・第３章につきましては、細部に

関する修正を加えております。

１０７ページからは、第４章の「どのような背景があるのか」となっています。

１０８ページをご覧ください。１０８ページからの「これまでの取組」では、

四次総の期間における主な成果を掲載し、これまでどのような取組を進めてきたの

かを明らかにしています。

１１２ページをご覧ください。１１２ページからは「社会情勢の変化」として
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計画策定にあたって配慮すべき社会情勢の変化を整理しています。１１２ページの

「（２）頻発する地球規模の危機への対応」では、今般の新型コロナウィルスにつ

いても触れさせていただいております。

１１４ページをご覧ください。１１４ページからは「市民の和光市に対する意

識」として、市民意識調査結果の概要を示しております。

１１６ページをご覧ください。１１６ページからは、「人口の見通し」として、

これまでの人口推移の分析や人口推計の結果などを掲載しております。こちらにつ

いては、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」における人口ビジョンを兼ねるもの

としています。

資料２－１から資料２－３の人口推計の再推計につきましては、以前に 2019 年

１月１日を起算日として推計を行っていたものについて、最新の人口データを用い

て 2020 年 1月 1日を起算日として再推計を行ったものです。

結果としては、前回の推計では、2031 年 1 月 1 日の推計人口が 89,409 人とな

っていたところ、今回の推計では、89,566 人となっており、大きな変化はありま

せんでした。

説明は以上となります。

なお、今般の新型コロナウィルスへの対応について計画に反映するべきではな

いか、という意見が考えられることは承知しております。しかしながら、本計画は

令和３年４月からの計画であり、計画の開始時点で新型コロナウィルス感染症が収

束している可能性もあることや、新型コロナウィルス感染症対応に伴う緊急経済対

策は令和２年度中に速やかに実施していくことを踏まえ、五次総の内容には大きく

影響させておりません。

３ 報告

⑴ 『第五次和光市総合振興計画基本構想（素案）』のパブリック・コメントの実

施について

資料３の『第五次和光市総合振興計画基本構想（素案）』のパブリック・コメン

トの実施について、をご覧ください。

今回提示させていただいた基本構想（素案）につきまして、今回の審議会におけ

る意見などを踏まえて修正したものをパブリック・コメント手続きに付します。

パブリック・コメントの期間は 6月 2日（火）から 6月 22 日（月）までを予定

しております。

パブリック・コメント手続につきましては、新型コロナウィルス感染症防止の観

点から、会場への参集を伴う形式での説明会を見合わせ、YouTube の「和光市チャ
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ンネル」での配信で替えることを予定しております。

パブリック・コメントにおける意見については、7月に開催予定の審議会の場で、

計画への反映方法をご報告したうえで、7月頃に検討結果を公表します。

４ その他

２点、ご説明させていただきます。

まず、１点目は、今後のスケジュールについてです。資料４をご覧ください。

今回いただいたご意見を踏まえて、基本構想素案の再検討を行い、その後、６月

２日（火）から６月２２日（月）にかけてパブリックコメント手続を行います。パ

ブリックコメント手続における市民意見への対応を検討したうえで、次回７月１５

日（水）に予定している第６回審議会にて最終的な基本構想案をご提示いたします。

７月１５日（水）の審議会が最終回となることを予定しておりまして、その後、答

申をいただいたうえで、市議会の９月定例会への上程を予定しております。

次回、第６回会議は、７月１５日（水）の９：３０からを予定しておりますので、

皆さまのご出席をお願いいたします。

次回こそは、対面での開催ができることを願っております。

もう１点は、答申書についてです。

最終回となります第６回審議会では、審議会として答申書をまとめていただけま

したらと考えております。初回の審議会で市長から諮問させていただいた第五次和

光市総合振興計画についての調査及び審議に関する正式なご返事という位置づけの

ものとなります。

資料５をご覧ください。

資料５は、参考として事務局で作成させていただいた答申書の様式となります。

答申書において、全体として総合振興計画が適当なものであるかどうかのご回答を

いただくとともに、計画の推進に当たっての配慮事項などを付記していただくこと

などが考えられます。

そこで、今回の書面会議の意見書の様式に「７月に提出する答申書に付記するべ

きだと考える事項」に関する記入欄を設けましたので、各委員の皆さまの方で付記

を要すると考える事項がありましたら、意見書への記入をお願いいたします。

委員の皆さまからいただいたご意見を事務局にてとりまとめのうえ、会長と内容

を協議させていただいたうえで、次回７月１５日（水）の審議会で答申書の案を提

示させていただきます。その後、第６回審議会での審議結果を踏まえて再検討を行

った答申書について、会長から市長へと答申を行うという流れとなります。

５ 閉会


